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喜劇は，例えば悲劇などと比べて，古代アテネの日常により近い存在です。そのため，

喜劇は，古代アテネの社会学的な分析を試みる|祭の材料として使われることがしばしばあ

ります。もっとも.アリストファネスの作品を.当時の女性の生活を描く資料として使う

のは，常に適切であるとはいえません。なぜなら，どこまでが実際の生活を忠実に描いた

部分で.どこからが喜劇的な要素なのか分からないからです。専門家は.紀元前 5世紀か

ら4世紀頃までのアテネにおける日常生活についての情報源，とりわけ女'性の公的生活に

ついての情報源として喜劇をそのまま使うことは，誤った情報の採取へ導くと指摘してい

ます。

しかしその半面.アリストファネスのおかげで，古代アテネの住民たちの高度の自己

認識を把握することができていることを認めざるを得ません。というのも，アリストファ

ネスが喜劇作家として成功を収めていたこと自体が，紀元前 5"111:紀末のアテネ人は，両性

の役割および男女関係についてほのめかす非常に面白いやりとりを王理解することができた

ことを現実に示しているからです。そして.ご存知の通り.古代では，全ての役柄が男性

の俳優によって演じられていたことを考慮すると.このようなやり取りはより一層爆笑を

誘うものであったことをご想像いただけるかと思います。

古代における演劇というものは，関係者についていうと，ほほ完全に男性の支配する世

界であったのです。発信者のレベルで見ると，劇作家のみでなく，ひとつの劇を上演する

のに係わっていた全ての者，例えば，指導者，俳優，踊り子，そして，おそらく舞台装置，

舞台道具および舞台で使う機械.衣装-およびお面などの設計者および作り手，さらには技

術的なサポートをするスタッフまでもが男性のみであったようです。唯一例外だ、ったのは，

セリフのない，官能的な女性の役を演じる，社会的身分の疑わしい場合もあった若い女性

たちでした。また，演劇の観衆についてみると.今日では，研究により.女性はシリアス

な劇，すなわち悲劇を見るために劇場に行く権利を有していたのは勿論のこと.思慮分別

と常識に全く従わない喜劇を見るために劇場に行く権利も有していたことが明らかにされ

ています。もっとも，男性の1M前で、女性が劇について|喝采または批判をすることは快く忠

われていなかったようです。女性がこの領域において取り残されていたことの別の証とし

て，女性用の席が劇場の端にあったことが挙げられます。こうして，女性は，古代におい
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て劇作家となったり.劇の上演に直接係わったり，古代の文学全般において作家として活

躍することがなかったのみでなく.劇の観衆として，当時の劇の評価を決定するに値する

意見や反応を有する存在としてみられていませんでした。これらのことについてはケテ

イ・デイアマンダク・アガス久-史が記しており，本日の講演ではその研究に依拠するとこ

ろが大きいです。

このように，女性は劇の上演という側面には参加できず，観客としても沈黙の存在であ

ったのですが，異性と同じ場にいる場合における女性の行動を制約するそんな社会でも，

アリストファネスの作品の. 11寺にはあからさまであった品のない内容の鑑賞を許されるこ

とによって，バランスがとられていました。女性に対して数々の制限を課す社会で、は.そ

の代償としてなのか.女性のみで集まって話をするときに広範聞の自由が認められること

があります。そのため，古代ギリシャの女性は，喜劇や男根を祭る催しなどのように，そ

の夫とは離れて他の女性たちと一緒に座ることができた場合には，心から上演を楽しむこ

とができていたようです。

現在まで伝わっているアリストファネスの作品を，両性の登場する頻度およびその質の

観点から総合的に評価すると.男性の役の方が女性の役よりもはるかに多いことに気付き

ます。 11篇の喜劇のうちの 9~hl においては，主人公やこれを取り囲む登場人物は全て男

性です。また，現在まで残されている喜劇において重要な役割を果たすコロス，すなわち

合H出欲も，主として男性から構成されています。これらの事柄については，ケテイ・デイ

アマンダク女史は. rアリストファネスの劇は，古代の演劇の実務に従って男性の職人が

これを上演しており，観客も主に男性であったのみでなく，喜劇の中の世界そのものが男

性から成り立っていたのである。そして，この男性による支配は，舞台に登場する人物の

数名.殆どまたは全員が着用していた，異常に巨大な陰茎の模型によってさらに強調され

ていた」と記しています。

現存するアリストファネスの 11篇の作品のうち，物語の流れにとって主要な役割を呆

たす女性が舞台に登場するのは.r女の平和J.r女だけの祭J及び「女の議会Jの3篇で

す。これらの喜劇は，女性に対する嫌悪から好意まで，さまざまな態度や考え方を反映す

るものである上に，喜劇としての性質上物事がゆがめられている可能性はあるものの.紀

元前 5 世紀~4 佐紀のアテネ人，とりわけ男性の感情や価値観を反映するものでもあるの

で，もう少し詳しくみていくこととします。

アリストファネスの喜劇に分散している，女性に対する考え方や偏見は，フェミニズム

の先駆けとして誤って過大評価されている作品である「女の平和jに集約されています。

紀元前 411年，すなわちアテネとスパルタとの聞の戦争が.一時的な休戦の後に再開して

いた頃に上演されたこの作品で、は， リュシストラテというアテネの女性が，ギリシャ全国

の女性に.男性が戦争を I1二めるまでセックスストライキを行うよう呼び掛けることによっ

て，喜劇にありがちな，大がかりなジョークに適した奇怪な状態を作り上げます。彼女の
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この斬新的な提案は，後に，専門的な知識を有しない観客からは女性の支配を認めるもの

として受け入れられてきたようですが.はたしてそうなのでしょうか。結論からいうと，

そうではないと思います。この作品の終わりでは.女性によるセックスストライキは平和

の合意へと導きますが，これによって秩序が回復し，都市全体の家々において通常の役目

が回復するのです。

すなわち， リュシストラテは，戦争を終結へと導いたセックスストライキを止めた後で，

自ら，男性たちに，それぞれの奥さんを連れて家に戻るよう促しているのです。

この作品の中では.舞台に登場する女性の，生来の特徴が意図的に表現されています。

彼女たちは意地が悪く，お酒と恋の戯れが好きで.官能的で，艶めかしいのです。そして，

これらの，明らかにネガテイブなものとして描写されている特徴が，先ほど申し上げたそ

の目標を達成するための強力で効果的な武器となっているのです。すなわち，物語の展開

と共にやってくる彼女たちの成功は，彼女たちが低能ではないことの明らかな証となるの

ですが，これによって.彼女たちが私的な領域から公の領域へと抜け出すことにはつなが

っていないのです。厳密に言えば，彼女たちの行動は政治的なものではなく，彼女たちの

気質のポジティプな側面さえも，彼女たちのあるべき場所である「家」の中に限定されて

いるのです。ヒロインであるリュシストラテが語るように.男性の武器は糸紹や紡錘に代

替され，戦争は終わります。もっとも，戦争が終わったのは，女性たちが.家庭で学んだ

管理的な策略をも実施して(経済を意味する「エコノミー」を構成する古代ギリシャ語の

「イコス」は「家J.ノモスは「管理」を意味します).セックスストライキと同時に.国

庫のおかれていたアクロポリスを占拠したからでもあります。このように，彼女たちは，

公益のために行動する場合でも，支配権を求める場合にでさえも，家を管理する主婦とし

ての不変の地位を保ち続けるのです。そして，勿論，観客であるアテネ人は，作品がその

終わりに近付く前から.全てが元の姿に戻り 女性が再び家に戻ることが分かっていたの

です。女性による支配という夢想は一時的なものであり，家庭および国家の双方における

秩序の回復によって終わるものであったのです。

このように，女性たちがその目的を達成できたものの，その成功は物語の超自然的で論

理を超えた要素の一環であるといえ，現代的なフェミニズムの考え方や理論を満足させる

ものではなく，いずれにせよ.セックスを武器として使うことは，現在の，政治のあるべ

き姿にも合致しません。そして，何よりも，女性がセックスストライキをするということ

は，古典時代のアテネに関する歴史的知識にも合致しないのです。というのも，当時のア

テネ人の多くが同性愛的な傾向を有していたことや，高級娼婦，一般の娼婦，私有の奴隷

など.女性によるセックスストライキの被害者が慰めを見つけるための豊かな選択肢が存

在していたことから，このような措置をとったとしても，その効果が疑わしいためです。

実際に. I女の平和uの物語をよく見ると，セックスストライキに参加しているのは全て

の女性ではなく，市民の妻のみです。古代アテネにおいて，夫婦間以外でのセックスを容
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易にしていた娼婦であった奴隷，愛人であった奴隷および高級如婦などはこの作品には一

切登場しておらず，その妻によって放置された夫は劇の"1:'では，先ほど申し上げたような

女性が一切いないかのように.常に勃起した状態で悲しみながらさまよっています。自慰

も.男性にとっての容易な最終選択肢としては全く触れられていませんが，女性にとって

の選択肢たりうることは明らかに述べられています。さらに，古代アテネの男性の多くが

同性愛者であったことは.その妻が体の関係を拒んだ場合における，やり場のない性欲を

簡単に満足させるための逃げ道となっていたはずです。加えて.アリストファネスは，戦

争を止めさせようとした女性たちによるセックスストライキが，既にずいぶん前から家を

離れて戦に出ており，長期間妻と体の関係を持っていない兵士たちに対していかなる説得

力を有するのか，論理に基づいて厳密に説明しようとはしていません。

リュシストラテの戦略に対しては，完全なるセックスストライキへと導いたのは女性1ll1J

の哀愁と肉体関係をもってもらえないことに対する不満だったのではないかという異議

もありえますが，これについては，道徳的なレベルおよび哲学的思考のレベルで.理論的

に整理することができます。というのも，崇高な目的を完全な形で達成するためには.こ

れをそのもっとも不完全で程度の低い形で犠牲にしなければならないとされているからで

す。

このように.この作品の中には.先ほど申し上げたような論理の飛躍および欠落ならび

に矛盾が見られるため，この作品に基づいて古典時代後期のアテネについての決定的また

は安全な結論を得ることは避けるべきであり，劇を分析する際の詩的な基準を用いるべき

です。アリストファネスには，ひとつの物語を作り上げるのに必要な要素のみを当時の日

常から取りだし残りの要素を無視する傾向が見られます。そして，その作品に対するコ

ンセプトまたは意図に沿わない場合には，論理的なつながりも無視する傾向があります。

「女の平和」においても.セックスに関する比除や.女性のセクシュアリティに関する数

多くの描写によって笑いをとっており，現代人が考えがちな.平和のテーマに焦点を当て

ているわけで、はありません。

それに，詩人というのは， 1'Ft'u'，によってその意見を変えることが許されます。アリスト

ファネスの「アカルナイの人々 j，I蜂j，I平和j，及び I)，;~ jをみると.通常人の性生活

は主に，逃さずにはおかない一時的なつかのまの出会いのチャンスからなっており，夫婦

問のセックスから得られる快感は故初の数か月で消えるという印象を受けます。こうして，

「女の平和」に描かれているような，男性はその妻とのセックスに依存していると認める

考え方もあれば，反対に，男性は.快感に関しては，数多くの選択肢から選ぶことができ

るとする考え方もありますが.いずれにしても，喜劇においては人のごまかし行為を大袈

裟に表現したり，想像力を豊かに使う傾向の方が，当時のアテネの生活の特徴を忠実に姉

こうとする傾向よりも強いのです。 作家がその喜劇作品において女性らしさを強調するの

は，劇としての目的を達成し，コミカルな結果を生み出すためであり.個人的な見解を展
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関したり，当時の世論を紹介したりすることの重要性は二次的なものです。従って，アリ

ストファネスの作品に見られる女性は，抽象的な概念が擬人化されて女性として登場する

場合であれ，当時の日常をモデルとした若い女性，年配女性，市場にいる自由な女性や奴

隷の女性，アテネ出身の女性ゃそうでない女性などの場合であれ，主に男性の見解で構成

された伝統的な固定観念に依拠しているのです。

アリストファネスが女性らしさを崇拝し，またはこれを正当化しているという考え方は，

古代よりも現代において普及したものですが，これが誤っているということは，古典時代

のアテネにおける女性らしさに対するネガテイプな固定観念をすべてあからさまに描写し

ていることや，ヒロインであるリュシストラテ自身が，その人格のポジテイブな側面のす

べてにつき，その家庭における男性像のおかげであるとしていることからも明らかです。

彼女は賢くて成功を収めていますが，その知識は.その父親および老人たちの教えによる

ものであると彼女自身が認めています。さらに，作品の中では彼女自身が，女性不信的な

考え方を代表し，女性は常に遅刻し.お酒やセックスの誘惑に弱く，不倫をする傾向があ

ると述べています。そして.この内容は，この作品における彼女のライバルたる男性であ

るプロブロスの怒りに満ちた言葉の内容と共通点が多いのです。

とりわけ，女性の性欲の強さという点については，古代ギリシャでは広く普及していた

考えのようで.女性は男性よりもセックスによって強い快感を得ることができ.そのため，

性の誘惑に抵抗する力が弱いという考え方にも関連しています。これについては，預言者

ティレシアスに関する逸話も残されています。そして この考え方を基に.男性の兵士は

苛酷な状況にも耐える力を持っており，女性はか弱いためにあまり評価できないとされて

いました。「女の平和」においても，リュシストラテが提案したセックスストライキの策

略は，初めは，他の女性によって却下され，後に.自ら選んだセックスストライキである

にも拘らず，彼女たちの方がそれに耐えられなくなっています。

女性に関する固定観念は この作品の初めの方にも見ることができます。そこではスパ

ルタ人である女性ラムピトが登場しますが，彼女は体を鍛えておりスタイルがよく，現代

のフェミニストであればさほど強調せず，あるいはまったく描写しないで、あろう艶めかし

くて好色な女性の体の特徴が強調されており，女性の外見に対する男性の固定観念が表わ

されています。そして，何よりも男性の固定観念を表わしているのは，作品の最後の方に

おいて，戦争をしていた両側の陣営が，デイアラゲという美しい女性の体を用いてギリシ

ャの領土を分けていることでしょう。彼女は，おそらく娼婦であるものと思われますが，

裸で舞台に登場し，ペロポネソス戦争の両陣営は彼女の体を地図として使い，ギリシャの

領土を分けるのと同じ内容で彼女の体も分けています。

言い換えれば，このコメデイの最後に見られる平和の合意のお祭り騒ぎ的な雰囲気は，

男性が公の事柄をよく管理できていないことを示すためには，女性は，男性的な行動パタ

ーンや特徴を採用する必要があると確認するものであるのです。すなわち，この合意は，
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男性の領域でなされるものであり.女性は，この領域において，男性よりも体力や知力が

あり，戦略にも長けているとされているのです。女性は.平和という目的を達成するため

に，男性に対する「戦争」を選び. I戦略」に忠実に従い，行動をあわせ，リーダーに従

っているのです。

喜劇的な要素を含んでいるにせよ，女性によるこのような集団的な行動が，古代アテネ

の社会における新たな事情を形成し，または新たな傾向を生み出したのかについては確実

には語れないものの，疑いがないのは，これが古代の劇において斬新的なものであり.底

知れない性欲と夫に対する忠誠の対立を超えた次元を導入したということです。もっとも.

この逆転もあくまでも「家J.I家庭」を中心になされたものであり，主に男性の行動圏で

ある公の領域においてなされたものではなりません。

このように，家庭は女性の本来あるべき場所としての位置を保つわけですが，女性たち

が直接集合し公の事柄に影響を与えようとしていることは.上述した逆転を「家庭」の

枠を超えたものとし対立の場を移動させています。というのも.女性たちが劇の中で直

接集合し男性の社会を反映した女性特有の準社会のようなものを構成していることは，

独自の制度をもった代替的な「公の場」の登場を育むものであるからです。この新たな社

会，準社会は. I女だけの祭」という作品において.独立したテーマとして紹介されてい

ます。ここでは，女性のみによる祭が，公の集合へと化すのです。

「女だけの祭Jは. I女の平和]jとほぼ同時，少し前か少し後に上演された作品ですが，

このコメデイの全体の流れは，女性に関するテーマを中心としています。そのテーマとい

うのは.エウリピデスの劇作品における女性の待遇であり.彼は，女性のことを悪くいい.

悪評を立て，誹詩のかぎりをつくしているというのです。女性たちは，女性だけの祭を機

会に集合し，その作品において常に女性の悪口を言っているエウリピデスにどう対応した

ら良いのかを決めています。エウリピデスは，女性の怒りを恐れ，その友人であるムニシ

ロコスという男性を，女性たちの批判に反論するよう女装させてこの集会に送りこみます。

しかし女性たちは彼の女装に気づき，不運な彼を死刑に処すると言いだすのです。

このコメデイの展開の動力となっているのは，共通の目的をもって，自らの利益を守ろ

うとする女性たちの戦いです。彼女たちのこれらの利益は，エウリピデスの作品に登場す

るヒロインを通じて，公の場において継続的に侵害を受けているというのです。ここで大

切なのは.彼女たちの戦いは勝利に終り，エウリピデスは彼女たちと和解をしその友人

を解放してもらうことと引き換えに今後の作品において女性の悪い1ft:を立てず，悪口を言

わないことを約束しているということです。

このように，女性に関する事情が再び作品に登場しているわけですが，今回は，その内

容は若干自己中心的なものです。というのも，古代アテネの社会における宗教的な祭が，

あからさまに，障路なく.女性たちのみにかかわる目的を達成するために使われているか

らです。このことが，アリストファネスの立場について何か示しているのかは明らかでは
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ありませんが， I女だけの祭」に登場する，アリストファネスが友好的な感情を抱いてい

ないエウリピデスは， 自己の安全を確保するために宗教的な祭を思用するという，女性た

ちと同じく自己中心的な傾向を見せています。そして，女性の体に対するアリストファネ

スのネガティブな立場は，女性自身の言葉ーにも，女装したムニシロコスの言葉にも見るこ

とができます。そこでは，窃盗癖，不倫，異常な性欲，飲酒および姻びについて述べられ

ており， I女の平和」におけるプロブロスの批判的な言葉の内容を思い出させます。

アリストファネスのネガテイブな立場は，祭に参加している女性の反応にも明らかに反

映されています。彼女たちは，先ほどIIIし上げた侮辱的な内容を聞きながらも，一度足り

ともその真実性を疑わないのです。そして，女性不信であるとされているエウリピデスが

自己を守るための弁明において女性の悲意について不十分な情報しか有していないと語る

ことによって，女性に対するさらに重い内容の批判が表に出る機会を作っています。また，

ベネロベのように，ポジテイブな女性像を紹介することを避けているという批判に対する

理由付けは，紹介していないという事実そのものよりも女性に対する鋭い批判となってい

ます。すなわち，エウリピデスは，ポジティブな女性像は， とても豊かな想像力の世界に

しか存在しないと弁明しているのです。

本講演で扱うアリストファネスの 3つ日のコメデイである「女の議会J(紀元前 392年

~l 年)では， I女の平和」における集1'):1としての女性の行動.および「女だけの祭」に

おける，宗教的な祭という公の場での女性の集団行動に引き続き，新たな一歩が踏み出さ

れています。それは.女性が家庭の領域から抜け出し， I政治的な革命」をもって公の場

に止まるということです。具体的には，ここでも，宗教的な祭(スキロポリオンの月に行

われていたスキラの祭と呼ばれるもの)があり，そこでは女性も公の場で動くことがより

容易になっており，政治的活動のためのよきアリバイとなるためか，女性たちは男装して，

都市の中に共産主義的な制度を立ち上げるのです。

「女の議会jのテーマには， I女の平和」とも， I女だけの祭」とも共通点が見られます。

なぜなら.ここでも，プラクサゴラという名の女性が，アテネの女性のrllでもリーダー的

な立場にあって彼女たちを組織し政治的な能力と，貴族階級の女性のグループから支持

されているからです。そして彼女も， リュシストラテと同じように，現存するアリストフ

ァネスの 11篇のコメデイのうち，同様のナレーション構造で成り立っている 8篇に見ら

れる救世主たるヒーローの人間像に応えているからです。

もっとも，平等と共有を目指した根本的な改革に関する提案は，理論的には魅力的なも

のであっても，実際には好ましくない結果へと導いており，この点において， I女の平和」

のセックスストライキとは異なります。この夢想はあっと言う問に土地や所有関係からセ

ックス関係にまで広がり，哲学的な理想とその対極である応用との対立をもたらします。

そして.美しいアイデイアと現実とのこの激しい衝突によるショックこそが，笑いを生み

出しているのです。新たな共産主義的な政治制度では.共有はまずセックスに関するもの
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であり.より立場の弱い者のための調整手段となっているのです。セックス関係は自由な

ものとなっているのですが. 1970年代のヒッピーたちの先駆け的な活動であるというわ

けではありません。若い男性は.若くて美しい女性と体の関係を持つためには，まず.年

配の女性または醜い女性と体の関係を持たなければならないのです。理想的であるはずの

この考え方の現実をみると，人間性のゆがみまたは少なくとも欲の歪曲がもたらされてい

るのです。その愛人と一緒になることができない若い女性のエピソードは，行き場のない

状態となります。というのも，彼女を押しのけた老婆がいるものの，その老婆もまた，若

い男性の「初利用」の権利を奪おうとする他の老婆によって押しのけられるからです。

このような夢想的なプランを表現するのに女性のキャラクターが使われていることは.

社会における女性の弱さを強調するものでこそあれ，これを覆すものではありません。な

ぜなら，女性の言葉によって表現されている提案は，現存の状況を覆す危険性がより弱い

ものであるからです。というのも，社会的構造における女性の役割は.主要なものではな

いからです。同時に.アリストファネスが，強力なペシミズムの影響の下で，道徳的かっ

イデオロギー的に単純で.自然に親しみがあり，政治的な悪だくみとは無関係で.政治的

支配の行使に無関心な者の象徴として女性を選んでいるのは.必然的であるといえるかも

しれません。

同じく夢想的な内容の「アカルナイの人々」では，花嫁の付添である女性の存在を通じ

て，女性と平和とがテーマとして結びついています。この結びつきは，紀元前424年の作

品「騎士」においても再び現れ.平和と心身の幸福を女性と一致させる「三十年講和Jに

よって象徴されています。この関連性は. I平和」という作品ではさらに強まっており，

平和は女性として擬人化され.同じく無言の，秋のみのりと祭のにぎわいを擬人化した女

性に伴われており.また. I蜂」という作品では.女性は再び:調和や平和なと暑の失われ

た大切なものを再び取り戻すための要素とされており. I女の平和]jでは，西洋の文明で

は珍しく，女性と平和.そして男性と戦争との同一視がなされているのです。

先ほど申し上げたように. I女の議会」という作品では.女性は.提案されている共有

の制度と結び付けられているわけですが，これには現実味があります。というのも，古代

アテネでは，女性は財産の取得または処分においては何ら参加することができず，遺言を

作成したり契約を締結する権利を持たず，その持参金に対する所有権もなかったうえに.

主婦としてのその義務も所有者としての役割よりも.単なる管理人としての役割を忠わせ

るものが多かったからです。そんな中では.男性市民と女性市民との結婚は恋愛の結果で

はなく.所有権を移転するためのメカニズムであり，古代ギリシャ人にとっては.一見別

のことである女性を共有することと財産を共有することは 必然的に結びついていたので

す。畑を所有するのと同じ要領で女性を「所有」していたため.必然的に.共有はセック

スの側面も含んでいたのです。

このように女性と.人が所有することのできた財物との結びつきは.アリストファネス

- 132一



J~立国際研究第 28 号 (2011)

にのみ見られるものではありませんでした。アリストファネスが.関連するプラトンの考

え方を事前にある程度知ったうえで，プラトンの「国家Jにおける，女性をも含む共有の

アイデイアをl朝笑っているのか否かとは無関係に，プラクサゴラの改革とプラトンの描い

ていた理想の国家像との関連性は.後の研究者の注目を免れませんでした。哲学者プラト

ンが，特権を有する階級を純化するために，これによる一切の所有を禁じたのに対し，喜

劇作家アリストファネスは，同じ考えを出発点として完全な放路を描いており.本来であ

れば好色でなく.または好色であるのに適した年齢を過ぎている者でさえもこれに参加lし

ているのです。

戦後のアテネにおける社会的事情の変化と.ヒロインの先進的な考え方が想定させるの

は，このコメデイに見られるのは，アテネの女性に，スパルタ女性のような，より大きな

自由を認める方向性の変化なのではないかということです。これらの変化は，おそらく，

色々な状況を狂わせたのものでもあり. Iギネコノモスjという公職の導入へと導きまし

た。この公職の職務は，女性の態度を監視し過大な快楽などの現象を防止することにあ

ったのです。このような事情は，それより I世紀前に.ソロンをも悩ませたものでした。

デイアマンダク女史が記されているように，男性による支配を揺るがすような動きの誕生

の可能性と男性中心の古代アテネの社会の方向性のわずかな転換が見られたのは，ペロ

ボネソス戦争の真っただ中だったのです。そして，紀元前392年-391年の作品「女の議

会」でも，伝統的な男女の役割は変化の真っただ中にあるのです。

アリストファネス自身.女性を 「ギネコニテス」とH乎ばれる婦人部屋に，修道院であ

るかのように閉じ込めておくことには 紀元前 5世紀頃には既に例外が見られ. I女の平

和J.I蜂」および「女だけの祭」でも，女性が水を汲みに行き，市場に行って物品を仕入

れ，または売却している光景が描かれています。もっとも，このような事柄と.古代アテ

ネの女性たちが.自己の助言によって公の事柄に変化をもたらすことができると真剣に期

待できていたと想定することとの聞には，大きな隔たりがあります。というのも.アリス

トファネスのコメディは笑いを誘うことを目指したものであり，これを分析するにあたっ

ては文学的な基準を用いなければならないからです。また，男装した「女の議会」のヒロ

イン自身も.昔からの枠聞にそのまま従う女性と，新奇な工夫をしようとする男性と対比

させています。

このように，アリストファネスの最も「革命的なJコメデイであるとされている「女の

議会」でさえ.フェミニズム的な活動の要素として評価することは決してできないのです。

なぜなら.アリストファネスはここでも，女性に対する従来の批判を繰り返しており.彼

女たちの典型的な欠点としてその悪だくみ.嘘をつき，長話をし快楽を求め.おj酉を好

む傾向などを，女性のキャラクターの口を通じて言わせているのです。そして，このよう

な，女性を批判するコメントを通じて笑いを誘おうとしており. I女性・不可能・夢恕」

と. I男性・現実・実現性jとを作品全体を通して対比させています。このように，アリ

- 133一



ストファネスは，ホメロスやヘシオドスが過去に築き上げた伝統的な女性像と異なるもの

を提案しようとは決してしていないのです。

この作品において女性たちが都市の行政を行うに至ったのも，家庭の管理と都市の管理

との対応性を持ちだすことによってであるのですが.結果として，女性の支配の下では社

会秩序が完全に崩壊するのです。女性たちの提案する共有は.城壁の崩壊をもたらす以外

に，セックスにも及ぶものであり.この点についてより恵まれていない者たちに最初の選

択権を認めており，いわば.都市をひとつの広い「家」として再構築する結果をもたらす

のです。そして，女性が国家権力を握るに至ったのは.女性が公の事柄を管理するのによ

り優れているからではなく，都市を縮小したものであるといえる「家庭」の管理に女性が

適しているからであるとされているのです。女性のこの能力はアリストファネスによって

も快く認められており，アリストファネスは.女性の提案の内容についても.家庭におけ

る経験を女性が都市の行政に移転させ.家庭の構造をそのまま公の事柄の管理に用いてい

ることについても.当然のことであるかのように扱っています。プラクサゴラ自身も.女

性に対して批判的であり，女性が自己の策略を実現できるのかを疑っており，彼女の弁論

能力も，優れたものでありつつも型にはまったものであり，彼女自身.男性の教えによっ

てこれを取得したと認めています。

アリストファネスの作品における女性の存在は.本日の講演の中心となった 3篇の喜劇

に止まりませんが，これらの 3篇のコメデイではやはり，女性が中心的な役割を果たして

いるのです。現存する他の喜劇でも.女性は.セリフがあったりなかったりしつつも.本

日これらの3篇のコメデイを題材として申し上げた要素を表しているのです。そのような

要素とは，女性と平和や失われた楽園の取り戻しとの結びつきなどのように，女性のポジ

ティプな側面に関するものであったり.男性の観客が好む，女性に関するネガテイブな固

定観念を表わすものであったりしアリストファネスの作品にみられる両極の対立のいず

れかの極をなすのです。もっとも，作品の中にはやはり女性の地位が徐々に変化している

ことも表わされており，このことについては，ギリシャの著名な劇研究者ケテイ・デイア

マンダク・アガス女史も記されています。

もっとも.女性の地位がこのように徐々に発展したことや，女性の地位に対するアリス

トファネスの本当の立場はさておき，アリストファネスの「女性中心」の喜劇を基に，彼

が当時の平均的な男性の観客層よりも女性に好意的な立場を採っているのかについて判断

するのは危険です。というのも.文学作品に限らず.芸術作品は，古代や中世の書物に記

され.後にグーテンベルグの印制技術を用いて印刷され，今日では近代的な出版技術を用

いてデジタル化された後では， r親離れ」して作家の手元を離れ，メッセージとして独立

した意味を持ち.時には.これらを生み出した作家が想定したのとを異なる形でのメッセ

ージとなりうるからです。

アリストファネスの作品についても，これらが長い時を経て観客に鑑賞されることによ
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って，そのメッセージやイデオロギー的な立場に関して，作家の当初の意図とは別個のイ

メージ、が出来上がったのです。そして，そのため.どちらかといえば保守的で、，貴族的な

過去や価値観に惹かれていたアリストファネスが社会的な次元で斬新的な動きをし女性の

地位を改善しようと意図していなかったにも関わらず.長い時を経てその作品を鑑賞した

観客たちは，彼がイデオロギー上斬新的な動きをしたと認めるに至ったのです。もっとも.

彼がこのような斬新a性を目指し，またはこれを認められたことを快く思ったか否かは別と

して，劇作家としての彼は.これを認められるに値することには疑いがないと思います。

(注〉

1 本稿は，イオニア大学と共立女子大学との協定関係の一環として共立大学で行われた，古代ギリ

シャおよび古代ローマにおける女性の地位に|射するー述の講義および講演の総指として，共立女

子大学および日本ギリシャ協会のご招待の下で 2010年 10月221'1に共立女子大学で開催された

講演会の原稿である。ご招待をいただき.非常にl暖かいおもてなしをいただいた共立女子大学の

入江和生学長.同大学国際学部の水之江郁子学部長.同学部の木戸雅子先生.本号においてご協

力いただいた橋川俊樹先生.私の全ての講義において注意深くご清聴いただいた共立女子大学の

学生の皆様ならびにご支援をいただいた日本ギリシャ協会の横山進一会長および伊東順一事務局

長にお礼申し上げます。最後に.非常に困難な作業であったものと忠われる本稿の和訳を担当さ

れた京都学園大学法学部専任講師のカライスコス・アントニオス先生に厚くお礼申しあげます。

同氏の貢献なくしては.講演会を実施することも，荘、にとって非常に喜ばしいものである，ギリ

シャ語と日本語の原稿の双方を本号に払11除する形をとることもできなかったことと存じます。
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